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1．概要

本装置は、V肥busの筐体内に実装してVMEbus内のマスタCPUボードの動作状態や筐体温度・電源

電圧・フアン故障などのシステムの異常状態を監視し、警報機能に加えⅧEbusリセット出力によりシステム

の正常復帰を迅速に行えるmS機能を備え、他シリアルターミナルサーバー機能を装備したⅤⅦ加Sボード

です。

RAS機能とは、Reliability（信頼性）・Availability（稼働性）・Serviceability（保守性）の略です。

1．1．特長

（1）IEEE802．3準拠のFastEthernetに対応した100Base－TX／10Base－Tのネットワークインター

フェースを装備

（2）シリアルポートを介しCPUボードや端末との接続が可能

（3）LinuxのOSの採用により、高度なユーザープログラムの開発／組み込みが可能

1．2．機能

（1）ネットワーク設定機能

・ネットワーク接続確認（Pingによる接続確認）等が可能

（2）監視機能

監視状態をステータスチェックによりモニタ可能

・バックプレーン供給電源監視

＋5V、＋12V、一12Vの電源を10bit分解能で計測監視

－5V、十3．3Vのボード内生成電源も同様に計測監視

・FAN正常回転監視

Ⅴ肥筐体のF蛸のロックセンサー信号を取り込み監視を行う。

・ボード内温度監視

－55℃～＋125℃の範囲を計測監視

・温度異常監視

Ⅴ肥筐体の温度異常信号を取り込み監視を行う。

・シリアルポートでの監視

シリアルポートSI04からターミナル接続して操作、監視が可能

・LANからの監視

LANからターミナル接続して操作、監視が可能



（3）警報機能

警報発生時に指定のIPアドレスにメッセージを送信（アクティブ警報設定機能）

・異常時にフロントパネルのLEDで赤色警報表示（定常時は緑）

・異常時にDO出力

・異常時にLANへの通信出力

・VMEbus RESET出力

（4）監視警報条件設定機能

・電源監視上下限の設定

・FAN停止時判定時間の設定

・ボード内温度異常条件の設定

・警報発生時のメッセージ送付先IPアドレスの設定

・監視警報条件をLAN又は、シリアルポートから設定可能

・監視条件は任意に参照・変更可能

・設定条件をEEPROMに保持

（5）カレンダー時計機能

・カレンダー時計内蔵（電源OFF時も保持）

（6）ターミナルサーバー機能

．LANからの操作により任意のシリアル・ポートと接続でき、ポートを通して接続先と交信可能
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2．仕様

2．1＿　ハードウエア仕様

項　　　　 目 仕　　　　 様

監

視

機

能

バックプレーン供給電源監視 ＋5V、＋12V、一12V （10bit分解能で計測監視）

ボー ド内生成電源－5V、＋3．3V の監視も可能

VME 筐体 FAN 正常回転監視 ロックセンサ方式をサポー ト　 （取合い ：P2－26A／26C）

ボー ド内温度監視 －55℃～＋100℃の範囲を計測監視

Ⅴ肥 筐体温度異常監視 取合い ：P2－27A／27C の接点信号を監視

シリアルポー トでの監視 L蛸 からの操作により任意のチャネルと接続でき、チャネルを通し

て

接続先 と交信可能 （＃1～＃3 のみ。＃4 ポー トは m S ボー ド操作コンソ

状態入力 4bit　 フォ ト　カップラ入力 （外部電源要）

警 LED の警報表示点灯 異常表示項目：CPU （CPU 異常）、PWR （電源異常）、

報

機

能

（正常時 ：青，異常時 ：赤） TEMP （温度異常）、FAN （FAN 異常）

状態出力 4bit、フォトMOS FET 出力

LAN 出力 IEEE802．3 準拠 FastEthernet 対応、100BaseJ rI／10Base－T

VⅦ三bus RESET 出力 SYSRESET 信号 （約 2 7 0 m s 間）

C

P

U

CPU SH7750RF240　　 令キャッシュ　 1 6 KB　OP キャッシュ　 3 2 KB

動作周波数 CPU コア　 2 3 6 Ⅶ1Z

BUS　　　　　 5 9 Ⅶ1Z

メモリ フラッシュROM　　 1 6 MB　TE28F128

SDRAM　　　　　　　 6 4 MB　K42S561632×2

シ

L 芝

ポ

送受信 4 ch　NS 16C554 相当

拡張機能

通信速度

コネクタ

全二重動作
9800bps　　　 通信形式　 8bit　ノンパ リティ　 固定

DSUB9P X 4

L

A

N

100Base－TI／10Base－T コン トローラ　 LAN91Clll

カレンダー時計

供給電源

消費電流

ボー ドサイズ

RS5C316　相当 （スーパキャパシタでバックアップ）

Pl－C31pin から　 ＋12V 供給 （9V‾14V 入力電圧対応）

type　400血 ／ ＋ 1 2 V

262mm （D）×172mm （H）（VME6U サイズ）

警報、状態入出力用　 コネクタ DSUB15S
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2．2．DIO仕様

2．2．1．DI仕様

フォトカップラ入力を使用。機器との絶縁が可能です。

言う

2．2．2．Ⅰ氾仕様

価回路

フォトMOS FETを使用。
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［参考資料］

フォトカブラとフォトMOS FETとの違い。

1．フォトカブラの動作速度はJLS以下だが、光MOS FETはms単位で遅い。

2．フォトカブラの出力側導通特性は入力電流値に依存して変化するが、光MOS FETの出力側導通特性は、

入力電流値に依存しない。

このため、フォトMOS FETでは、フォトカブラのような高速動作は望めないが、わずかな（数mA程度）入力電

流で、アンペア単位の電流のスイッチングも可能であり、一般的にフォトカブラは直流の制御用であるが、フ

ォトMOS FETは交流信号の断続もできる。

フォトMOSFETは、フォトカブラに比べると動作速度が遅いが、双方向導通特性を持ち、しかもON抵抗が低い

ため、おもに信号を断続する「電子スイッチ」として使われる。

SSR（SolidState Relay：個体リレー）という呼び方も一般的である。
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3．機能ブロック

機能ブロック図

4．監視機能の説明

4．1．バックプレーン供給電源監視

＋5V、＋12V、－5V、－12V、・3．3Vの電源を10bit分解能で計測監視。

4．2．FAN正常回転監視

p2コネクタの26A／26Cから入力されたロックセンサ方式の信号を監視する。

4．3．ボード内温度監視

ー55℃～＋125℃の範囲を監視。



4．4．Ⅴ肥筐体温度異常監視

P2コネクタの27A／27Cから入力された接点信号を監視する。

5．警報機能の説明

5．1．LEDの菅報表示点灯

正常時「緑」、異常時「赤」で表示。

表示項目：CPU（CPU異常）、PWR（電源異常）、TEMP（温度異常）、FAN（FAN異常）

5．2．Ⅰカ出力

警報内容に対応した4bit、フォトMOS FET出力

5．3．U脚への通信出力

登録IPアドレスの　ポート番号　9000番　へメッセージを出九

5．4．VNEbus RESET出力

vMEbu s SYSRESET信号を約270ms間出力。

5且　警報ログ

ェラー発生またはエラー回復時に、エラーログ検出ログとしてエラー情報及び日時をEEPROMに書き込む0

200件分を保持し200を越えた場合は上書き（リング）。
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6．ターミナルサーバー機能

LANからの操作により任意のチャネルと接続でき、チャネルを通して接続先と交信可能。

例）

Telnet192．168．xxx．yyy lOOOl

テルネットで、RASボードIPアドレス、　ポート番号を入力し

シリアルポートと接続可能です。

ポート番号が、シリアルポート番号に対応します。

10001：　SI Ol

l O O O2：　SI O2

10003：　SI O3

SI04は、RASボード換作コンソール用に、予約されています。



7．ボード外観

寸
　
0
。
…
0
。
葡
偲
詠
諒
諒
註
。
一

VMEhs仕様　6U、4Hpサイズ

状態インジケータ喜F
正常時：緑　異常時：赤

DIO入出力コネクタ

くDl乃14p）

シリアル通信用コネクタ4CH

（Dt乃9P）

lANコネクタ

（RJ45）
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8．コネクタ及び信号情報

8．1．DIO

DSUB15S

ピンNo． 信 号 名　称 ピンNo． 信 号 名　称

1 DO＿Oa 8 DL 1

2 DOlOb 9 DO＿2a

3 DO」a 10 DO＿2b

4 DO」b 11 DO＿3a

5，13 NC 12 DO＿3b

6 DL V 14 DI＿2

7 DL 0 15 DL 3

ⅤⅦbus P2（DIN96P）

ピンNo

26A　：フアン停止（ノーマルクロース÷接点入力）

27A　：温度異常、（温度リレー、／－マルクげ）

29A　：外部接点入力1

30A　　　　　／／

31A　　：予備入力

32A　　　　　／／

8．2．シリアルポート

ピンNo．

26C　：　GND

27C　：　GND

29C　：IJm

30C　：Ⅰ＿GND

31C　：LGND

32C　：LGND

DSUB9ピンコネクタ　通信レート　9600bp s／8bit／ノンパリティー固定

ピンNo． 信 号 名 称

1 NC

2 RXD　　 送信データ

3 TXD　　 受信データ

4 6pin へ接続 されています。

5 GND　　 信号 グラン ド

6 4 pin へ接続 されています。

7 RTS　　 送信要求

8 CTS　　 送信可

9 NC

10



8．3．LANポート

ピン No． 信 号 名 称

1 TD （＋）

2 TD （－）

3 R D （＋）

6 R D （－）

8．4．保守用マスターコンソール・ポート

COM2　（DFl卜6DP－2DSA（ヒロセ））

ピン　No．

1：　GND

2：　GND

3：　RTS

4：　CTS

5：　TXD

6：　RID

8．5．保守用　関連

・SWlを1側にスライドすることにより、HUDI接続モード、3側でCPLDl（EPM7128）モード

・各アナログ信号の調整ボリューム

VRl：＋5V

VR2：－12V

VR3：＋12V

VR4：＋3．3V

VR5：温度

VR6：A／D　基準電圧
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8．6．プログラムダウンロードとアップデート方法

vmlinuz（Linuxカーネル）とramdisk．gz（ルートファイルシステム）は、TFTPプロトコルを利用してダウンロ

ードします。

1）ホストのTFTPサーバディレクトリ（／tftpboot）に、Vmlinuzとramdisk．gzファイルを置きます。

2）RASボードの電源がOFFであることを確認し、RASボードのCOM2（保守用マスターコンソールポート）とホス

トのシリアルポートをケーブル（クロス）で接続し、ホストとLANケーブルで接続します。ホスト側でシリ

アルのターミナル画面を起動します。

3）RASボードの電源をONにすると、ホストのターミナル画面にRedBootの起動ログが表示されるので、すば

やく「Ctrl＋C」を入力します。

＋Ethernet ethO：MAC address OO：00：00：00：00：00

IP：192．168．1．200／255．255．255．0，Gateway：192．168．1．1

Default server：192．168．1．1，DNS serverIP：0．0．0．O

RedBoot（tm）bootstrap and debug environment［ROM］

Non－Certified release，VerSion v2＿0－built22：28：09，Dec212004

Platform：MSlO4－SH4（SH7750R）Version2．O

Copyright（C）2000，2001，2002，Red Hat，Inc・
RAM：0Ⅹ8cOOOOO0－0Ⅹ8eOOOOOO，0Ⅹ8cO82f78－0Ⅹ8dfbfOOO available

FLASH：0Ⅹ80000000－0Ⅹ81000000，128blocks of OxOOO20000bytes each・

＝＝Executingboot scriptin5・000seconds－enter〈c to abort

【C　ぐ－ここで入力します

RedBoot〉

4）現在のインストール構成を確認します。

RedBoot〉fislist

Name

RedBoot

RedBoot config

FIS directory

vmlinuz

ramdisk．gz

FLASH addr

Ox80000000

0Ⅹ80FCOOOO

Ox80FEOOOO

Ox80540000

0Ⅹ80640000

Mem addr

Ox80000000

0Ⅹ80FCOOOO

Ox80FEOOOO

Ox8C210000

0Ⅹ8C360000

Length

OxOOO40000

0Ⅹ00010000

0Ⅹ00020000

0Ⅹ00100000

0Ⅹ00400000

Entry point

OxOOOOOOOO

OxOOOOOOOO

OxOOOOOOOO

Ox8C210000

0Ⅹ8C360000

5）アップデートを行うvmlinuzとramdisk・gZを削除します。

RedBoot〉fis delete ramdisk．gz

Deleteimage，ramdisk．gz’一COntinue（y／n）？y

．．．Erase from Ox80640000－0Ⅹ80a40000：．．．・・‥‥・‥‥‥‥‥‥・・‥・‥‥・

．‥　Unlock from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

．‥　Erase from Ox80feOOO0－Ox81000000：．

．‥　ProgramfromOx8dfdfOO0－0Ⅹ8dfffOOO at Ox80feOOOO：・

‥．Lock froTn Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

RedBoot〉fis delete vmlinuz

Deleteimage，vmlinuz’－COntinue（y／n）？y

‥．Erase from Ox80540000－0Ⅹ80640000：‥‥．‥・

‥．Unlock from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

．．．Erase from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

．．．program from Ox8dfdfOO0－0Ⅹ8dfffOOO at Ox80feOOOO：・

12



．‥　Lock from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

6）RASボードのRAM上にvmlinuzをダウンロードし、FlashROMに書き込みます。

TFTPサーバのIPアドレスを「192．168．1．222」と仮定します。

RedBoot〉load－r rb Ox8C210000－m tftp－h192．168．1．222vmlinuz

Raw fileloaded Ox8C210000－0Ⅹ8C2fcd28，aSSumed entry at Ox8C210000

RedBoot〉fis create－b Ox8C210000rl OxlOOOOO－r Ox8C210000－f Ox80540000vmlinuz

‥．Erase from Ox80540000－0Ⅹ80640000：．．‥．．．．

．‥　Program from Ox8C210000－0Ⅹ8C310000at Ox80540000：‥‥‥・・

‥．Unlock from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

‥．Erase from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

‥．Program from Ox8dfdfOO0－0Ⅹ8dfffOOO at Ox80feOOOO：・

‥．Lock from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

7）RASボードのRAM上にramdisk．gzをダウンロードし、FlashROMに書き込みます。

TFTPサーバのIPアドレスを「192．168．1．222」と仮定します。

RedBoot〉load－r－b Ox8C360000－m tftp－h192．168．1．222ramdisk．gz

Raw fileloaded Ox8C360000－0Ⅹ8C6b87fe，aSSuned entry at Ox8C360000

RedBoot〉fis create－b Ox8C360000，10Ⅹ400000－r Ox8C360000－f Ox80640000ramdisk．gz

．．．Erase from Ox80640000－0Ⅹ80a40000：

．．．program from Ox8C360000，0Ⅹ8C760000at Ox80640000：

．．．Unlock from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

‥．Erase from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

．‥　Program from Ox8dfdfOO0－0Ⅹ8dfffOOO at Ox80feOOOO：

．．．Lock from Ox80feOOO0－0Ⅹ81000000：．

8）構成を確認。
RedBoot〉　fislist

Name

RedBoot

RedBoot config

FIS directory

vmlinuz

ramdisk．gz

9）リセット再起動。
RedBoot〉　reset

FLASH addr

Ox80000000

0Ⅹ80FCOOOO

Ox80FEOOOO

Ox80540000

0Ⅹ80640000

Mem addr

Ox80000000

0Ⅹ80FCOOOO

Ox80FEOOOO

Ox8C210000

0Ⅹ8C360000

Length

OxOOO40000

0Ⅹ00010000

0Ⅹ00020000

0Ⅹ00100000

0Ⅹ00400000
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8．7．設定コマンド操作方法

1）出荷時の設定

出荷時の初期設定は、以下の設定にしています。

＋12V電源電圧上限＋12．60V（＋5％）

－12V電源電圧上限－12．60V（－5％）

＋5V電源電圧　　　　　上限＋5．25V（＋5％）

－5V電源電圧　　　　　上限－5．25V（－5％）

＋3．3V電源電圧　　　上限＋3．46V（＋5％）

FAN停止時間　　　　10sec

異常温度　　　　　　40deg

異常通報IPアドレス：ポート番号

2）＋12V電源の電圧上下限の設定

＋12V電源電圧の上下限を設定します。

下限＋11．64V（－3％）

下限－11．64V（十3％）

下限＋4．85V（－3％）

下限－4．85V（＋3％）

下限＋3．20V（－3％）

192．168．1．201：　9000

コマンド

上限設定　　　　set plus12V＋［＊＊］％

下限設定　　　　set plus12v－［＊＊］％

またはset plus＋［＊＊］％

またはset plus－［＊＊］％

返信メッセージ

sTATUS12V：［＋12VHI］V，＋［＋12VLO］V，ト12VHI］Ⅴ，ト12VLO］V，AL＿［EID］，RST＿［EtD］

3）－12V電源の電圧上下限の設定

－12V電源電圧の上下限を設定します。

コマンド

上限設定　　　　set minus12V＋［＊＊］％　または　set minus＋［＊＊］％

下限設定　　　　set minus12v rl＊＊］％　または　set minus－［＊＊］％

返信メッセージ

STATUS12V：［＋12VHI］V，＋［＋12VLO］Ⅴ，［－12VHI］V，ト12VLO］V，AL＿［EID］，RST＿［EID］
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4）＋5V電源の電圧上下限の設定

＋5V電源電圧の上下限を設定します。

コマンド

上限設定

下限設定

set plus5V＋［＊＊］％

set plus5v－［＊＊］％

返信メッセージ

STATUS5V：［＋5VHI］V，＋［＋5VLO］Ⅴ，ト5VHI］V，［－5VLO］V，AL［ELD］，RST＿［E匝］

5）－5V電源の電圧上下限の設定

－5V電源電圧の上下限を設定します。

コマンド

上限設定

下限設定

set minus5v＋［＊＊］％

set minus5V－［＊＊］％

返信メッセージ

STATUS5V：［＋5VHI］V，＋［＋5VLO］V，［－5VHI］V，［－5VLO］Ⅴ，AL＿［EID］，RST＿［EID］

6）＋3．3V電源の電圧上下限の設定

＋3．3V電源電圧の上下限を設定します。

コマンド

上限設定

下限設定

set plus3V＋［＊＊］％

set plus3V－［＊＊］％

返信メッセージ

STATUS3V：［＋3VHI］V，＋［＋3VLO］V，AL＿［EID］，RST＿［EII）］

7）FAN停止時間の設定

F心Jの停止時間を設定します。

コマンド

set fanstoptime［＊＊］sec

返信メッセージ

STATUS fanstop：［＊＊］sec，AL［EID］，RST＿［EFD］
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8）ボード温度異常の設定

ボードの温度異常の基準となる温度を設定します。

コマンド

set RAStemp［＊＊］deg

返信メッセージ

STATUS RAStemp：［＊＊］deg，AL［EID］，RST＿［EID］

9）警報出力先IPアドレス‥ポート番号の設定

警報の出力先を設定します。

コマンド

set outputip［＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊：＊＊＊＊＊］

返信メッセージ

STATUS outputip［＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊：＊＊＊＊＊］，AL＿［EED］，RST＿［E匝］

10）自動警報機能許可・不許可設定

自動警報機能の許可・不許可を設定します。

コマンド

許可　　enable alarm

不許可　disable alarm

※対話モードの場合、確認メッセージが表示されます。

許可　　Enable Alarn（Y／N）？

不許可　Disable Alarm（Y／N）？

返信メッセージ

許可　　STATUS alarm：AL＿E

不許可　STATUS alarm：AL＿D

16



11）システムリセット許可・不許可設定

システムリセットの許可・不許可を設定します。

コマンド

許可　　enable reset

不許可　disable reset

※対話モードの場合、確認メッセージが表示されます。

許可　　Enable Reset（Y／N）？

不許可　Disable Reset（Y／N）？

返信メッセージ

許可　　STATUS COM：RST＿E

不許可　STATUS COM：RST＿D

12）システムリセット実行

システムリセットを実行します。

「disable reset」が設定されている場合は、システムリセットは実行できません。

コマンド

reset system

※対話モードの場合、確認メッセージが表示されます。

reset whole VME system（Y／N）？

返信メッセージ

なし

13）設定値読み出し

現在の設定値を表示します。

コマンド

show status

返信メッセージ

STATUS COM：RST＿［EID］

sTATUS12V：［＋12VHI］V，＋［＋12VLO］V，［－12VHI］V，ト12VLO］Ⅴ，AL［EEl）］，RST＿［EID］

STATUS5V：［＋5VHI］V，＋［＋5VLO］V，［－5VHI］Ⅴ，［－5VLO］V，AL＿［EID］，RST＿［EID］

STATUS3V：［＋3VHI］V，十［＋3V LO］V，AL＿［EID］，RST＿［EID］

STATUS fanstop：［＊＊］sec，AL＿［EID］，RST＿［EID］

STATUS RAStemp：［＊＊］deg，AL［EID］，RST＿［EID］

STATUS outputip［＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊＝＊＊＊＊＊］，AL＿［EID］，RST＿［EID］

17



14）vMEbus電源電圧読み出し

現在の電源電圧を表示します。

コマンド

Show output

返信メッセージ

OUTPUT［＋12V］Ⅴ，［－12V］V，［＋5V］Ⅴ，［－5V］V，［＋3．3V］V，［temp］deg

15）アラーム読み出し

現在のアラーム状態を表示します。

コマンド

show alarm

返信メッセージ

ALARM＋12V＝［0／1］，－12V＝［0／1］，＋5V＝［0／1］，－5V＝［0／1］，＋3V＝［0／1］，

FAN＝［0／1］，TEMP＝［0／1］，DIl＝［0／1］0，DI2＝［0／1］，DI3＝［0／1］，DI4＝［0／1］

（TE肝のアラームは、mSボード基板温度のアラームとⅤ肥筐体温度異常の”or”となっている。）

16）対話・非対話モードの設定

対話・非対話モードを設定します。

コマンド

対話モード　　　enableinteractive

非対話モード　　disableinteractive

返信メッセージ

なし

17）警報入力のマスク読み出し

警報入力のマスクの設定値を表示します。

コマンド

show mask

返信メッセージ

MASK［＊＊＊＊］
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18）警報入力のマスク設定

警報入力のマスクを設定します。

コマンド

set mask［＊＊＊＊］

返信メッセージ

MASK［＊＊＊＊］

19）システム監視モジュールのリセット

システム監視モジュール（RASボード）のリセットを実行します。

コマンド

Ctrl＋Ⅹ

返信メッセージ

なし

20）警報ログの表示

警報ログを表示します。

最大100件の最新ログを表示します。

コマンド

showlog

返信メッセージ

Log：

YYYY／冊／DDm：MI＋12V＝［0／1］，－12V＝［0／1］，＋5V＝［0／1］，－5V＝［0／1］，＋3V＝［0／1］，

FAN＝［0／1］，TEMP＝［0／1］

21）終了コマンド

telnetでコンソールへログインしている場合、ログアウトします。

コマンド

quit

返信メッセージ

なし
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22）HELPコマンド

コマンドの一覧と説明を表示します。

コマンド

help　または？

返信メッセージ

Commands：

set plus12V＋［＊＊］％or set plus＋［＊＊］％　　Set high alarm of＋12V

set plus12V－［＊＊］％or set plus－［＊＊］％　　Setlow alarm of＋12V

set minus12V＋［＊＊］％Or set minus＋［＊＊］％　Set highalarm of－12V

set minus12V－［＊＊］％Or set minus－［＊＊］％　Setlow alarm of－12V

set plus5V＋［＊＊］％

set plus5V－［＊＊］％

set minus5V＋［＊＊］％

set minus5V－［＊＊］％

set plus3V＋［＊＊］％

set plus3V－［＊＊］％

set fanStOptime［＊＊］sec

set RAStemp［＊＊］deg

Set highalarm of＋5V

Setlow alarm of＋5V

Set high alarm of－5V

Setlow alarm of－5V

Set high alarm of＋3V

Setlow alarm of＋3V

Set time alarnOf fan stopping

Set temp alarm of the boad

set outputip［＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊：＊＊＊＊＊］　　SetIP address for alarm notification

enable alarm

disable alarm

enable reset

disable reset

reset system

show status

show output

show alarm

enableinteractive

disableinteractive

show mask

set mask［＊＊＊＊］

CTRL十X

showlog

quit

helpl？

Enable alarm notification

Disable alarm notification

Enable”reset system”command

Disable〝reset system〝command

Reset whole VWE system

Show function status

Show current VME power supply outputs（Ⅴ）

Show alarminformation

Enableinteractive mode

Disableinteractive mode

Show alarn mask of DI

Set alarmmask＝［DIl，DI2，DI3，DI4］

Reset this module

Show alarnlog

Eixt（by telnet only）

Showhelp（this command）
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8．8．RASボードの起動設定

起動時のブートスクリプト、ネットワーク等の設定は、redbootを起動後、fconfigコマンドにて設定変更

を行い、フラッシュメモリに保存します。

1）e db o o tの起動

・RASボードのCOM2（保守用マスターコンソールポート）とホストのシリアルポートをケーブル（クロス）

で接続し、ホスト側でシリアルのターミナル画面を起動します。

・RASボードの電源をONにすると、ホストのターミナル画面にRedBootの起動ログが表示されるので、す

ばやく「Ctrl＋C」を入力します。

＋Ethernet ethO：MAC address OO：00：00：00：00：00

IP：192．168．1．200／255．255．255．0，Gateway：192．168．1．1

Default server：192．168．1．1，DNS serverIP：0．0．0．O

RedBoot（tm）bootstrap and debug environment［ROM］

NonTCertified release，VerSion v2－0－built22：28：09，Dec212004

Platform：MSlO4－SH4（SH7750R）Version2．O

Copyright（C）2000，2001，2002，RedHat，Inc・

RAM：0Ⅹ8cOOOOO0－0Ⅹ8eOOOOOO，0Ⅹ8cO82f78－0Ⅹ8dfbfOOO available

FLASH：0Ⅹ80000000－0Ⅹ81000000，128blocks of OxOOO20000bytes each．

＝＝Executingboot scriptin5・000seconds－enter Ac to abort

∧C　く一　一ここで入力します

RedBoot〉
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2）確認方法

・現在の設定情報を表示します

・コマンド　ifconfig－1

RedBoot〉fconfig LlくENTER〉

Run script at boot：true

Boot script：

‥　fisload vmlinuz

．．fisload ramdisk．gz

‥　eXeC－m1－f O－r OxOlO0－11－i Ox360000－j OxcOOOOO

Boot script timeout（1000ms resolution）：5

Use BOOTP for network configuration：false

GatewayIP address：192．168．1．1

LocalIP address：192．168．1．200

LocalIP address mask：255．255．255．0

Default serverIP address：192．168．1．1

Console baud rate：38400

DNS serverIP address：0．0．0．0

GDB connection port：9000

Force console for special debug nleSSageS：false

Booting Linux Kernel at Power ON：false

Load Linux Kernel＆File System：false

Modify Linux Kernel Parameter：false

Use VGA／LCD monitor（MSlO4－VGA／LCD）：false

Network debug at boot time：false
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3）設定・変更

・ブートスクリプト、ネットワーク等の設定を行います

・コマンド　ifconHg－i

RedBoot〉fconfig－iくENTER〉

Initialize non－VOlatile configuration，COntinue（y／n）？yくENTER〉

RunSCript at boot：true〈ENTER〉

Boot script：

Enter script，terninate with emptyline

〉〉　fisload vmlinuz　くENTER〉

〉〉fisIoad ramdisk．gzくENTER〉

〉〉exec rml i O－r OxOl00Lll Ri Ox360000－j OxcOOOOO〈ENTER〉

〉〉　くENTER〉

Boot script timeout（1000ms resolution）：5くENTER〉

Use BOOTP for network configuration：falseくENTER〉

GatewayIP address：192．168．1．1くENTER〉

LocalIP address：192．168．1．200くENTER〉

LocalIP address mask：255．255．255．0くENTER〉

Default serverIP address：192．168．1．1くENTEま
／

設置環境によって、

ア ドレスを変更 して

下さい。

Console baud rate：38400〈ENTER〉

DNS serverIP address：0．0．0．0くENTER〉

GDB connection port：9000くENTER〉

Force console for special debug messages：falseくENTER〉

Booting Linux Kernel at Power ON：falseくENTER〉

Load Linux Kernel＆File System：falseくENTER〉

Modify Linux Kernel Parameter：false〈ENTER〉

Use VGA／LCD monitor（MSlO4－VGA／LCD）：falseくENTER〉

Network debug at boot time：false〈ENTER〉

UpdateRedBootnon－VOlatileconfiguration－COntinue（y／n）？yくENTER〉

．‥　Unlock from Ox80fcOOO0－0Ⅹ80fdOOOO：．

‥．Erase from Ox80fcOOO0－0Ⅹ80fdOOOO：．

．．．program from Ox8dfcfOO0－0Ⅹ8dfdfOOO at Ox80fcOOOO：・

‥．Lock from Ox80fcOOO0－0Ⅹ80fdOOOO：．

RedBoot〉resetくENTER〉 RASボードを再起動します。
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9．RASボード図面類

次ページ以降に外形寸法図、回路図を示します。
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